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本研究に関するお問い合わせは、香川大学社会連携・知的財産センターまで
直通電話番号：087-864-2522　　　メールアドレス：ccip@eng.kagawa-u.ac.jp

観る、触る、創るを　　　　　　　　 
コアにした人間中心設計を目指す 

　機械の運動や振動の機構を基に運動力学解析や運動制御を進めるに当たって大切なのは「人間中心設

計」の視点です。人間が操作する自動車などの機械システムづくりで、機械の挙動や状態を的確に把握し、

人間の意図しないムダな動きを排除して、人間の意図通りに機械が動くようにするのが狙いです。 

　人間中心設計のコアは「観る」「触る」「創る」の３つ。それぞれ視覚的注意特性に基づく予防安全の研究、

運動解析による安全運転操作に関する研究、運動・振動解析とシート感性品質設計として結実、自動車

関連会社や機器メーカー、他大学などとの共同研究でも成果をあげています。 

　車の歴史はたかだか１００年、「つくった物に人間が合わせてきた」という経緯を「人間に合わせてつ

くる」に変え、「早く安く」でなく「人間のメカニズムを理解して操作できるように」が持論。「認知」「判断」 
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①運転模擬によるドライバーの操作挙動の計測

「操作」の３つのキーワードのそれぞれの段階

での運動力学による自動車の操縦性や安定性

解析、運動制御についての研究、振動解析に

よる人間の感性品質設計技術の開発、また人

間にとって安全で分かりやすい情報の提示シ

ステムの研究に具体化しています。

　これらの研究の実験の場はヒューマンメカ

トロニクス実験室。機械としての自動車を操

縦するドライバーの操作などをつぶさに調べ

るための運転環境模擬装置、ドライバー挙動

計測装置、シートの加振装置などが備えられ、

トンネルシュミレーターによる奥行き注意刺

激実験や人間行動適合型システム・ユニバー

サルデザイン、メタマテリアル設計などの地

道な研究が続いています。

【利用が見込まれる分野】 輸送機材器製造、情報通信業、運送業、交通安全協会、車のディーラー

四国まるごと「食と健康」イノベーション２０１３「医療」関連シーズ５－No.3
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人と車の安全と予防安全技術確立へ人と車の安全と予防安全技術確立へ

成果あげる交通予防安全コンソーシアムの活動成果あげる交通予防安全コンソーシアムの活動
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